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春

秋

時

代

の

兄

弟

集

団
越

重

明

智

は

し

カt

き

春
秋
時
代
は
氏
族
（
宗
族
）
を
政
治
社
会
の
基
礎
と
し
た
が
、
そ
の
氏
族
が
内
部
的
に
ど
う
な
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
の
歴
史
的
研
究

は
比
較
的
少
な
い
。
本
稿
は
こ
の
氏
族
の
内
部
が
支
配
氏
族
、
被
支
配
民
族
と
も
に
兄
弟
集
団
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
、
あ
わ

（
以
下
、
民
族
制
下
の
兄
弟
集
団
の
し
く
み
を
、
兄
煎
集
団
全
体
の
組
織

・
機
能
に

せ
て
そ
れ
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。

重
点
を
お
い
て
兄
弟
集
団
制
と
い
う
。
ま
た
、
以
下
、
兄
弟
集
団
と
い
え
ば
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
兄
弟
集
団
制
に
お
け
る
兄
弟
集
団
を

指
す
。
）
と
こ
ろ
で
、
氏
族
制
ひ
い
て
は
兄
弟
集
団
制
は
春
秋
中
期
C
ろ
か
ら
崩
壊
し
始
め
戦
国
時
代
に
は
ほ
ぼ
完
全
に
崩
壊
し
て
い
る
。

本
稿
は
兄
弟
集
団
制
の
あ
と
ど
の
よ
う
な
形
を
も
っ
近
親
集
団
（
と
し
て
の
家
）
が
出
現
し
た
か
に
も
ふ
れ
る
。

春秋時代の兄弟集団（越智）

乙
の
時
代
の
支
配
民
族
の
氏
族
制
の
様
態
は
宗
法
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
ほ
ぼ
春
秋
（
末
）
か
ら
戦
国
に
か

さ
て
、

け
て
今
日
の
よ
う
な
形
を
整
え
か
け
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
宗
法
は
嫡
長
子
孫
制
と
小
宗
集
団
制
と
を
二
つ
の
柱
と
す
る
。
前
者
は

君
主
が
自
ら
の
支
配
体
制
を
確
立
し
官
僚
機
構
を
整
備
す
る
こ
と
と
何
ら
か
の
か
ら
み
あ
い
を
も
っ
て
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
だ

け
に
一
種
の
家
父
長
制
的
外
形
を
も
っ
。

的
意
図
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、す
で
に
宇
都
木
章
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、そ
れ
は
事
実
と
は
な
れ
た
政
治
理
論

そ
の
真
実
は
む
し
ろ
後
者
の
小
宗
集
団
制
の
な
か
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
乙
の
小
宗
集
団
に
つ

い
て
は
、
加
藤
常
賢
氏
が
「
兄
弟
終
身
共
居
共
財
制
に
基
く
小
宗
制
的
族
組
織
」
と
い
う
説
明
を
し
て
お
ら
れ
る
が
、正
鵠
を
え
て
い
る。
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と
う
し
た
小
宗
集
団
の
様
態
は
当
時
の
兄
弟
集
団
を
宗
法
（
の
一
部
）
と
し
て
整
斉
し
図
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は

嫡
長
子
孫
制
と
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
だ
け
に
、

右
の
兄
弟
集
団
制
と
は
ズ
レ
が
あ
る
。

本
稿
は
そ
れ
に
も
ふ
れ
る
。

な
お
、

本
稿
は
続

（史144）日2

稿
、
「
漢
時
代
の
家
を
め
ぐ
っ
て
」
（
以
下
、
続
稿
と
い
う
）

の
序
論
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

父

兄

と

子

弟

本
節
は
春
秋
左
氏
伝
な
ど
を
史
料
と
し
て
、
春
秋
時
代
近
親
集
団
で
あ
る
兄
弟
集
団
が
当
時
の
氏
族
の
政
治
社
会
活
動
の
単
位
で
あ
っ

さ
ら
に
そ
こ
に
お
け
る
父
兄
が
兄
弟
集
団
を
統
率
す
る
長
兄
で
あ
り
、
子
弟
が
そ
の
統
率
に
服
す
る
兄
弟
集
団
の

構
成
員
で
あ
る
乙
と
、
父
兄
の
機
能
の
一
端
な
ど
に
ふ
れ
る
。
な
お
、
礼
記
文
王
世
子
に
、

若
公
典
族
燕
、
則
異
姓
為
賓
、
膳
宰
為
主
人
。
公
典
父
兄
歯
、
族
食
世
降
一
等
0

・
：
公
輿
族
燕
、
則
以
歯
、

而
孝
悌
之
道
達
矢
。

た
乙
と
を
と
り
あ
げ
、

と
あ
る
。

こ
の
際
の
父
兄
は
公
の
諸
父
と
諸
兄
と
の
こ
と
で
、

そ
の
諸
父
と
の
聞
に
孝
を
い
い
、

諸
兄
と
の
聞
に
悌
を
い
う
も
の
で
あ

る
。
父
兄
に
は
こ
う
し
た
意
味
も
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
そ
れ
を
論
外
と
す
る
。
ま
た
、
比
較
的
古
い
史
料
に
あ
っ
て
も
、
父
兄
が
単
に
父

と
兄
と
を
意
味
す
る
も
の
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

こ
こ
で
は
そ
れ
を
も
論
外
と
す
る
。

当
て
、
春
秋
左
氏
伝
桓
公
二
年
の
条
を
見
る
と
、
晋
で
文
侯
の
弟
が
曲
沃
に
封
ぜ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

師
服
目
、
吾
聞
、

国
家
之
立
也
、

本
大
而
末
小
。

是
以
能
問
。

。
立
諸

i

o

卿
大
夫
。
側
室
、
衆
子
也
。

故
天
子
建
国
侯
也
。
諸
侯
立
家
称
家
。
卿
置
側
室
得
立
此
一
宮
也
。

庶
人
無
復
尊
卑
、
以
親
疏

為
分
別
也
。
衰
、
殺
也
。
是
以
民

皆
有
等
衰
。

大
夫
有
或
宗
。
吋
徳
川
楠

w一
裕
一
昨
…
倣
清
士
有
隷
子
弟
。
知
計
開
制
叫
頃
子
庶
人
工
商
各
分
親
。

服
事
其
上
、
而
下
無
規
融
。

と
あ
る
。
註
は
社
預
の
も
の
で
あ
る
。

会
筆
に
「
側
室
、
対
正
室
之
称
。
非
官
名
0

・
：
後
世
以
妾
為
側
室
、
非
古
義
失
。
」
と
あ
る
が
、

要
す
る
に
側
室
は
嫡
子
に
対
す
る
余
子
の
称
で
あ
る
。

ま
た
、
会
筆
に
、
「
気
宗
、
即
小
宗
。

葦
以
武
於
大
宗
、
言
之
。
：
・
大
夫
既
為
大



宗
。
則
武
宗
自
是
小
宗
。
況
経
伝
不
言
大
小
宗
之
外
、
別
有
一
熱
宗
。
社
謬
。
」
と
あ
る
が
、
要
す
る
に
武
宗
は
大
夫
を
大
宗
と
し
、

つ
ぎ
の
も
の

（
大
夫
の
弟
）
を
小
宗
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
そ
の
天
子
、
諸
侯
、
卿
、

大
夫
に
は
兄
弟
と
し
て
の
経
済
的

一
体
性

は
な
い
。
（
共
財
で
は
な
い
。
）
こ
う
し
た
こ
と
が
あ
る
に
し
て
も
、
右
は
本
来
天
子
か
ら
庶
人
工
商
に
及
ぶ
ま
で
の
嫡
統
た
る
も
の
を
と

そ
の
嫡
た
る
も
の
（
長
兄
）
を
大
と
し
そ
の
弟
を
小
と
す
る
兄
弟
の
結
び
つ
き、

乃
至
両
者
で
も
つ
機
能
が
政
治
社
会
の
基
本

J乙、
の

り
あ
げ
、

乙
れ
は
民
族
制
社
会
の
崩
壊
し
た
戦
国
以
降
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

（
氏
族
制
時
代
に
属
す
る
）

春
秋
時
代
に
お
い
て
兄
弟
集
団
制
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
察
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
乙
う
し
た
も
の
で
あ

る
だ
け
に
、

右
で
士
（
一
人
）
が
そ
の
子
弟
を
役
し
て
い
る

（
隷
と
は
役
の
意
味
）
の
は
、
嫡
統
中
の
嫡
た
る
も
の
（
長
兄
H
士
）
が
そ

的
な
な
り
た
ち
で
あ
る
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

の
子
弟
を
役
し
て
い
る
乙
と
に
な
る
。
さ
て
、

左
氏
伝
襲
公
十
四
年
の
条
に
、

（前
略）

天
子
有
公
。
諸
侯
有
卿
。
卿
置
側
室
。
大
夫
有
葉
山
市
。
士
有
朋
友
。

庶
人
工
商
阜
隷
牧
園
皆
有
親
暗
。
以
相
輔
佐
也
。
善
則

賞
之
、
過
則
匡
之
、
患
則
救
之
、
失
則
革
之
。
自
王
以
下
、
各
有
父
兄
子
弟
、
以
補
察
其
政
。

と
あ
る
。
両
記
事
を
対
比
す
る
と
、

天
子
以
下
庶
人
工
商
に
及
ぶ
ま
で
、
嫡
統
中
の
嫡
た
る
も
の
（
長
兄
）
が
そ
の
兄
弟
と
の
結
び
つ
き

を
も
つ
だ
け
で
な
く
、
同
族
の
（
兄
弟
以
外
の
）

全
男
子
構
成
員
を
父
兄
子
弟
と
し
て
握
っ
て
い
た
こ
と、

及
び
そ
の
「
職
務
」
に
っ
と

春秋時代の兄弟集団（越智）

め
る
の
を
父
兄
子
弟
が
助
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
両
者
の
子
煎
は
同
質
な
る
べ
く
、
そ
れ
だ
け
に
乙
の
父
兄
は

補
（
2
｝

自
ら
兄
弟
集
団
の
長
兄
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
左
氏
伝
褒
公
八
年
の
条
に
、
鄭
の
使
者
が
晋
に
行
っ
て
告
げ
た
こ
と
を
の
せ
て
い

る
が
、
そ
の
な
か
に
、
楚
が
鄭
を
攻
め
た
と
き
の
乙
と
と
し
て
、

民
死
亡
者
、
非
其
父
兄
、
即
其
子
弟。

と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
民
に
つ
い
て
、
父
兄
、

子
弟
の
あ
っ

た
の
を
証
し
て
い
る
。
左
氏
伝
で
は
民
は
も
と
も
と
被
支
配
民
族
た
る
も

の
を
指
す
。
こ
の
民
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

き
み

な
お
、
魯
で
は
春
秋
前
期
ま
で
公
の
位
の
継
承
に
兄
弟
相
続
的
傾
向
が
あ
り
、

春
秋
後
期
に
な

っ
て
も
そ
の
王
位
の
継
承
に
兄
弟
相
続

日3（史145)



的
傾
向
が
続
い
て
い
勺
兄
弟
相
続
は
嫡
長
子
孫
制
と
相
反
す
る
・
兄
弟
集
団
制
的
機
能
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
は
春
秋
時
代
魯
の
君
主

い
ま
こ
乙
で
父
兄
が
一
人
で
あ
り
え
る
乙
と
を
示
す
若
干
の
史
料
を
、
公
の
同
族
で
あ
る
父
兄
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
左
氏
伝
昭
公

（史146)504 

に
関
し
兄
弟
集
団
制
的
機
能
が
あ
る
の
ぞ
物
語
っ
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。

二
十
二
年
の
条
に
、
宋
の
華
向
ら
が
叛
い
た
が
、
そ
の
こ
と
に
関
し
、

（
宋
公
）
対
日
、
孤
不
信
。
不
能
掘
於
父
兄
。

と
あ
る
。
そ
の
杜
註
に
、
「
華
向
公
族
也
。
故
称
父
兄
也
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
左
氏
伝
昭
公
二
十
五
年
の
条
に
、

（
前
略
）

（
宋
）
公
目
、
寡
人
不
信
。
不
能
事
父
兄
。
以
為
二
三
子
憂
。
寡
人
之
罪
也
。

と
あ
る
。
そ
の
社
註
に
、
「
父
兄
、
謂
華
向
也
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
戦
国
策
秦
昭
袈
王
に
、

（
前
略
）

（
棲
緩
）
対
日
、
割
河
東
、
大
費
也
。
免
国
患
、
大
利
也
。

此
父
兄
任
也
。

王
何
不
召
公
子
池
而
問
看
。

王
召
公
子
池
間

之。

乙
の
父
兄
は
公
族
の
公
子
池
を
指
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
父
兄
は
公
の
同
族
で
あ
る
と
同
時
に

一
人
で
父
兄
で
あ
る
。
乙
れ
は

兄
弟
集
団
が
現
実
に
父
集
団
（
世
父
、
父
、
季
父
な
ど
か
ら
な
る
）
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
子
集
団
（
子
、
従
子
か
ら
な
る
）
に
対
し
、

井
」
み
の
ヲ
。
。

（
さ
き
に
礼
記
文
f
世
子
に
つ
い
て
見
た
父
兄
は
諸
父
と
諸

兄
と
を
意
味
す
る
が
、
同
族
人
聞
に
お
い
て
、
中
心
と
な
る
人
物
そ
の
際
は
公
ー
か
ら
見
た
際
、
同

一
人
物
が
諸
父
で
同
時
に
諸
兄
で

さ
ら
に
長
兄
が
そ
の
な
か
の
兄
で
あ
る
と
こ
ろ
に
出
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
排
行
が
違
い
存
在
出
来
な
い
。
つ
ま
り
そ
の
父
兄
が
一
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
成
立
し
な
い
。
）

さ
て
、
兄
弟
集
団
を
父
兄
子
弟
の
語
で
現
わ
す
際
、
右
の
理
解
に
従
う
と
そ
の
子
弟
は
子
集
団
の
子
た
ち
と
父
集
団
の
弟
と
か
ら
な
る
こ

と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
父
兄
と
弟
の
子
と
の
つ
な
が
り
は
同
接
的
、
間
接
的
な
二
つ
の
両
か
ら
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
ず
直
接
的
な
つ

な
が
り
の
面
で
あ
る
が
、
さ
き
に
見
た
礼
記
文
王
世
子
の
記
事
は
、広
く
諸
父
に
対
し
て
も
子
の
世
代
が
孝
を
つ
く
す
べ
き
で
あ
る
の
を
示

一
万
、
第
二
節
で
引
用
す
る
儀
礼
喪
服
に
「
辞
子
之
私
也
」
と
あ
る
が
、
（
疏
に
よ
り
つ
つ
考
え
る
と
、
）
そ
れ
は
兄
弟
集
団

し
て
い
る
。



に
お
い
て
父
の
兄
弟
が
同
じ
住
居
に
い
る
と
子
が
世
父
（
父
の
長
兄
）
に
父
事
し
て
父
に
十
分
孝
を
つ
く
せ
な
い
か
ら
、
父
子
が
同
じ
住

居
に
い
て
父
に
十
分
孝
を
つ
く
す
の
を
説
い
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。

（
そ
乙
に
は
少
な
く
と
も
世
父
に
対
し
、

そ
の
弟
の
子
の
孝
が
潜
在

右
に
見
た
と
乙
ろ
は
直
接
的
に
は
相
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

的
に
存
在
し
て
い
る
乙
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
）

視
的
綜
合
的
に
見
た
際
、
父
兄
に
対
し
弟
の
子
が
、
そ
の
父
に
孝
を
つ
く
す
ほ
ど
で
な
い
に
し
て
も
、
や
は
り
孝
を
つ
く
す
べ
き
で
あ
っ

た
の
を
察
せ
し
め
よ
う
。
な
お
、
左
氏
伝
成
公
十
八
年
の
条
に
、
「
（
前
略
）
使
訓
卿
之
子
弟
共
倹
孝
弟
。
」
と
あ
る
。
乙
の
孝
悌
は
、
卿
と

そ
の
弟
（
父
集
団
）
に
対
す
る
子
集
団
の
人
び
と
の
孝
と
、
卿
の
兄
弟
聞
や
子
た
ち
兄
弟
聞
の
悌
（
恐
ら
く
そ
乙
に
従
父
兄
弟
関
の
悌
を

そ
れ
に
し
て
も
巨

含
む
）
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
間
接
的
な
つ
な
が
り
の
面
で
あ
る
が
、
父
兄
が
弟
の
子
を
統
率
す
る
際
、

そ
れ
が
弟

こ
れ
を
察
す
る
に
か
た
く
な
い
。

（

4）
 

父
兄
の
統
率
が
弟
の
子
に
及
ぶ
べ
き
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

を
通
じ
て
間
接
的
に
現
わ
れ
た
乙
と
の
あ
る
の
は
、

し
か
し
、
伺
れ
に
し
て
も
、
兄
弟
集
団
に
お
い
て

と
こ
ろ
で
、

公
な
ど
の
よ
う
な
支
配
者
を
も
っ
氏
族
の
場
合
、
げ
そ
の
支
配
者
と
父
兄
集
団
の
一
父
兄
と
の
聞
に
は
君
臣
関
係
が
生
ず
る

（
場
合
が
多
い
）
。
左
氏
伝
隠
公
十
年
の
条
に
、

寡
人
唯
二
一父
兄
不
能
供
億
。

寺年秋時代の兄弟集団（越智）

と
あ
り
、
そ
の
杜
註
に
、

父
兄
、
同
姓
群
臣
也
。
供
、
給
、
億
、
安
也
。

と
あ
る
が
、

乙
の
父
兄
は
同
姓
の
臣
下
で
あ
る
。
ま
た
、
孟
子
膝
文
公
上
に
、

（
前
略
）
定
為
三
年
之
喪
。
父
兄
百
官
、
皆
不
欲
目
、
吾
宗
国
魯
先
君
、

英
之
行
。

之
、
不
可
。

吾
先
君
、

亦
英
之
行
也。

至
於
子
之
身
、

こ
の
越
註
に
、
「
父
兄
百
官
、
勝
文
同
姓
異
姓
諸
臣
也
。
」
と
あ
る
が
、

と
あ
る
。

こ
の
父
兄
も
同
姓
の
臣
下
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
戦
国
策

東
周
恵
王
に
、

而
反
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秦
玉
不
聴
群
臣
父
兄
之
議
、
而
攻
宜
陽
。

ま
た
、
右
の
子
弟
に
は
子
弟
と
し
て
の
道
が
あ
る
。
春
秋
隠
公
一五
年
の
経
に
、
「夏
五
月
、
鄭
伯
克
段
子
部
。」
と
あ
り
、

そ
の
穀
梁
伝

（史148)506 

ん」み
の
マO

。
こ
の
父
兄
も
右
と
同
様
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

l乙
段、

鄭
伯
弟
也
0

・：段、

弟
也
。
而
弗
謂
公
子。

庇
也
。
段
失
子
弟
之
道
失
。

と
あ
る
が
、

こ
の
子
弟
の
道
は
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、

子
弟
は
常
に
父
兄
の
対
外
行
為
の
な
か
に
埋
没
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

子
弟

そ
の
も
の
と
し
て
表
面
に
出
て
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
左
氏
伝
定
公
二
年
の
条
に
、

夏
四
月
、
酋
辛
、
輩
氏
之
群
子
弟
賊
簡
公
。

ム
」
中
の
ザ
。
。

こ
こ
に
見
え
る

（
群
）
子
弟
の
記
述
は
そ
れ
を
裏
か
ら
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

乙
乙
で
若
干
の
こ
と
を
補
足
説
明
し
て
お
く
。
第
一
は
、

左
氏
伝
昭
公
十
二
年
の
条
に、

二
命
総
父
兄
、
非
礼
也
。

と
あ
る
も
の
に
つ

い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
叔
仲
子
が
叔
孫
昭
子
と
季
氏
と
を
憎
み
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
季
平
子
に
一一－一口
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

こ
こ
に
三
命
を
受
け
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
叔
孫
昭
子
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
、

一
般
的
な
形
と
し
て
い
え
ば
、
兄
弟
集
団
の
存
在
を
前

提
と
し
て
、

子
弟
で
あ
り
な
が
ら
父
兄
を
こ
え
て
三
命
を
受
け
る
の
は
礼
で
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
会
筆
に
、
「
（前

略
）
昭
子
無
兄
。
引
礼
法
、

乙
の
際
叔
孫
昭
子
に
兄
が
い
な
い
と
す
れ
ば
そ
れ
は
叔
孫
昭
子
が
父
兄
で
あ
る

連
言
之
耳
。
」
と
あ
る
が
、

父
を
乙
え
て
三
命
を
受
け
る
の
は
礼
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
二
は
、
左
氏
伝
倍
公
十
八
年
の
条
に、

衛
侯
以
国
譲
父
兄
子
弟
及
朝
衆
。
目
、
空
間
治
之
、

蝦
（
哨
仰
す〈公）

請
従
駕
。

こ
の
父
兄
、
子
弟
、
朝
衆
は
衛
公
の
同
族
及
び
朝
に
あ
る
異
姓
の
支
配
者
層
を
意
味
す
る
。
会
筆
に、

と
あ
る
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「
父
兄
、

謂
伯
叔
父
庶
兄
。
既
譲
園
。
故
白
名。
」

と
あ
る
が
、

こ
の
父
兄
の
理
解
は
い
ま
ま
で
見
た
と
こ
ろ
に
従
う
と
必
ら
ず
し
も
正
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確
と
は
い
え
な
い
乙
と
に
な
ろ
う
。
第
三
は
、
父
兄
が
往
々
同
族
の
指
導
者
と
な
る
だ
け
に
、
父
兄
の
語
が
（
同
脹
の）

長
老
を
指
す
場

合
が
生
じ
た
こ
と
に

つ
い
て
で
あ
る
。
左
氏
伝
定
公
十
三
年
の
条
に、

晋
越
酬
明
謂
間
部
午
日
、
帰
吾
衛
賞
五
百
家
。

五
日
舎
諸
晋
陽
。
午
許
諾
。
帰
告
其
父
兄
。
父
兄
昨日目
、
不
可
。
（下
略
）

と
あ
る
。
そ
の
会
筆
に
、
父
兄
を
「
午
之
諸
父
兄
及
出
郎
中
長
老。
」
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
際
の
父
兄
に
は
恐
ら
く
同
族
中
に
あ
っ

て

そ
の
意
図
を
代
表
す
る
年
長
者
と
い

っ
た
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
入

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
国
語
晋
語
況
に
、

（
前
略
）

武
子
怒
日
、
大
夫
非
不
能
也
。
譲
父
兄
也
。

と
あ
り
、
こ
の
意
昭
の
註
に
「
父
兄
、

長
老
也
。
」
と
あ
る。

も
と
も
と
左
氏
伝
な
ど
の
記
述
は
そ
の
ま
ま
無
条
件
に
信
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、

右
で
兄
弟
集
団
（
制
）
に

つ
い
て
考

そ
れ
だ
け
に
そ
の
検
討
結
果
と
し
て
、
春
秋
時
代

も
と
も
と
基
本
的
な
近
親
集
団
と
し
て
兄
荊
集
団
が
あ
り
、
そ
れ
を
統
率
す
る
長
兄
を
父
兄
と
い
い
、
そ
れ
に
服
す
る
も
の
を
子
弟
と
い

え
た
限
り
で
は
そ
の
信
題
性
が
大
き
く
、
と
く
に
疑
わ
し
い
よ
う
な
と
こ
ろ
は
な
い
。

こ
う
し
た
兄
弟
集
団
ひ
い
て
は
兄
弟
集
団
制
は
支
配
民
族
、
被
支
配
氏
族
を
通
じ
て
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、

な
お
、
兄
弟
集
団
制
が
崩
壊
し
て
以
後
の
父
兄
、
子
弟
に
つ
い
て
は
継
稿
で
ふ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

っ
た
。

と
い
え
よ
う
。

宗

法

上

の

兄

弟

集

団

本
節
は
小
宗
集
団
（
つ
ま
り
宗
法
上
の
兄
弟
集
団）

を
今
迄
見
て
き
た
兄
弟
集
団
と
の
対
比
を
頭
に
お
い
て
と
り
あ
げ
る。

宗
法
上
兄
弟
集
団
乃
至
兄
弟
集
団
制
が
存
在
し
た
と
い
う
際
、
根
拠
と
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
に
、
儀
礼
喪
服
に、

父
子
一
体
也
、
夫
婦

一
体
也
、
毘
弟

一
体
也
。
故
父
子
首
足
也
。
夫
婦
枠
合
也
。
毘
弟
四
体
也
。

故
毘
弟
之
義
無
分
。

然
而
有
分
者
、

則
辞
子
之
私
也
。
子
不
私
其
父
、
則
不
成
為
子
。
故
有
東
宮
、
有
西
宮
、
有
南
宮
、
有
北
宮
。

異
居
而
同
財
。

有
余
則
帰
之
宗
、
不
足

507 C史149)
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。



こ
れ
を
さ
き
の
喪
服
と
い
う
。
）
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
漢
時
代
兄
弟
が
基
本
的

に
共
財
で
あ
る
の
を
示
し
て
い
る
と
い
う
理
解
と
、
兄
弟
は
基
本
的
に
別
財
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
経
済
的
な
相
互
扶
助
の
関
係

（以
下
、

と
あ
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
（
以
下
、

そ
れ
を
経
済
的
相
通
と
い
う
）
が
あ
る
と
い
う
理
解
と
、
兄
弟
の
分
離
方
向
を
示
し
て
い
る
と
い
う
理
解
と
が
あ
っ
た
。
最
初
の
事
例
に

風
俗
通
が
あ
り
、
第
二
の
事
例
に
白
虎
通
が
あ
り
、
第
三
の
事
例
に
後
漢
書
堵
許
荊
伝
の
記
事
が
あ
る
。
し
か
し
、
さ
き
の
喪
服
が
、

兄
弟
が
基
本
的
に
共
財
関
係
に
あ
る
の
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
同
財
と
い
う
表
現
か
ら
み
て
間
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
さ
き
の
喪

服
は
兄
弟
は
別
居
、
共
財
で
あ
り
、
兄
弟
を
父
と
す
る
父
子
は
共
居
、
日
常
の
経
済
生
活
面
で
は
共
財
の
わ
く
の
な
か
で
か
な
り
の
自
立

性
を
も
っ
、

と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
さ
き
の
喪
服
の
記
述
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
同
じ
儀
礼
喪
服
の
特
殊
な
同
屈
を
め
ぐ
る
記
述
の
内
容
が
そ
う

し
た
理
解
と
矛
盾
な
く
読
め
る
こ
と
を
縫
か
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
そ
の
点
を
と
り
あ
げ
る
。

犠
礼
喪
服
に
は
、
ま
た
、

継
父
同
居
者
。
伝
日
、
何
以
期
也
。
伝
回
、
夫
死
妻
稗
子
幼。

子
無
大
功
之
親
。
興
之
適
人
。

者
、
以
其
貨
財
、
為
之
築
宮
廟
、
歳
時
使
之
肥
鷲
。

妻
不
敢
興
需
。
若
是
則
継
父
之
道
也
。

月
。
必
嘗
同
居
、
然
後
為
異
居
。
未
嘗
同
居
、
則
不
為
異
居
。

而
所
適
者
、

同
居
則
服
斉
哀
期。 亦
無
大
功
之
親
。
所
適

異
出
則
服
斉
衰
三

と
あ
る
。

（
以
下
、

こ
れ
を
あ
と
の
喪
服
と
い
う
。
）
礼
記
喪
服
小
記
に
は
あ
と
の
喪
服
を
説
明
し
て
、

継
父
不
同
居
者
、
必
嘗
同
居
、
皆
無
主
後
、
同
財
而
祭
其
組
繭
、
為
同
居
。
有
主
後
者
、
為
異
居
。

ム」みの
4
0
。
こ
れ
は
同
店
が
（
子
が
幼
な
い
と
き
、
）

そ
の
実
父
の
側
）

に
も
と
も
に
後
た
る
べ
き

継
父
の
側
に
も
継
子
の
側
（
つ
ま
り、

も
の
が
な
い
こ
と
、
両
者
が
共
財
で
あ
る
こ
と
、
継
父
が
継
子
の
た
め
に
宮
廟
を
つ
く
っ

て
そ
の
租
禰
を
杷
ら
せ
る
と
と
、
を
条
件
と
し

て
成
立
す
る
こ
と
、
及
び
、
継
父
に
実
子
が
で
き
た
と
き
異
屈
と
な
る
こ
と
、
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
畏
服
小
記
の
説
明
は
右
の
儀

礼
喪
服
の
説
明
と
し
て
は
蓋
し
正
鵠
を
え
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
さ
き
の
喪
服
に
同
居
の
語
は
見
え
江
い
が
、

異
居
は
見

（史150)508 



こ
の
異
居
の
様
態
は
、
異
居
が
基
本
的
に
住
居
形
態
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

あ
と
の
喪
服
と
喪
服
小
記
と
の
同
居
、
異
印
刷
の
場
合
、
そ
れ
が
基
本
的
に
は
住
山
形
態
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
特
殊
な
性
格
を

も
つ
た
め
そ
こ
に
附
幣
条
件
が
つ
い
て
い
る
乙
と
、

及
び
本
来
そ
の
同
居
と
異
屈
と
が
対
置
語
で
あ
る
乙
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

え
て
い
る
。

（
別
居
で
あ
る
）

の
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
と
は
、

さ
き
と
あ
と
と
の
二
つ
の
喪
服
の
記
事
が
、
異
居
と
い
う
語
が
基
本
的
に
佐
川
形
態
（
具
体
的
に
は
別
居
）
を
示
す
も
の
で
、

か
っ
そ
れ
が
内
容
上
共
居
に
対
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
一
致
す
る
の
を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
さ
き
の
喪
服
に
お
い
て

父
子
が
共
居
し
た
際
そ
れ
が
同
居
と
い
う
語
で
表
現
さ
れ
る
べ
き
を
察
せ
し
め
る
に
足
ろ
う
。

い
ま
右
を
頭
に
お
い
て
あ
と
の
喪
服
の
同
居
の
内
容
を
考
え
て
み
よ
う
。

あ
と
の
喪
服
の
場
合
、
喪
服
小
記
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、
継

父
と
継
子
と
が
喪
服
上
岡
崎
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
共
居
の
ほ
か
に
共
財
が
現
実
的
な
附
問
条
件
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
で
、
継
父

に
実
子
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
実
子
は
父
を
私
す
る
。
そ
の
た
め
そ
の
実
父
子
は
共
隠
す
る
こ
と
（
同
印
刷
す
る
こ
と
）
に
な
り
、
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
継
父
と
継
子
と
は
自
動
的
に
別
居
（
異
居
）
と
な
る
。

そ
の
際
乙
れ
ら
は
当
然
の
乙
と
と
し
て
旧
来
の
よ
う
な
継
父
子
聞
の
共

財
関
係
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

か
く
て
、

そ
こ
に

一
般
的
な
形
と
し
て
実
父
子
が
共
居
（
同
居
）
す
る
と
同
時
に
そ
れ
ら
だ
け

で
共
財
関
係
を
も
つ
こ
と
が

一
応
予
想
主
れ
る
。

こ
う
し
た
推
定
を
し
て
く
る
と
、

一
般
的
な
形
と
し
て
（
兄
弟
の
一
人
を
父
と
す
る
）

父
子
だ
け
が
共
居

（
同
居
）
、
共
財
（
同
財
）

そ
れ
は
さ
き
の
喪
服
の
兄
弟
が
別
居
（
異
周
）

で
あ
る
と
さ
れ
る
乙
と
に
な
る
。

で
あ
っ

春秋時代の兄弟集団 （越智）

て
し
か
も
共
財
（
同
財
）
の
関
係
を
も
っ
と
い
う
記
事
と
く
い
違
っ
て
く
る
。

あ
と
の
喪
服
は
も
と
も
と
継
父
も
継
子
も
と
も
に
（
同

一
排
行
で
い

っ
た
際
）
大
功
（
H
従
父
兄
弟
）
以
内
の
親
が
な
く
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

L
P
円
ノ
。

か
っ

継
子
が
幼
な
い
と
き
の
乙
と
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

兄
弟
集
団
は
終
世
共
財
で
あ
る
か
ら
、

従
父
兄
弟
が
久
し
き

と
こ
ろ
で
、

そ
れ
だ
け
に
大
功
以
内
の
親
が
な
い
と
い
う
乙
と
は
（
固
定
的
静
止
的
な
形
で
と
り
あ
げ
た
際
）
、

に
わ
た
っ
て
共
財
の
こ
と
も
あ
る
。

回9（史151)

共
財
親
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
あ
と
の
喪
服
の
鄭
玄
の
註
に
、
「
子
無
大
功
親
、

謂
同
財
者
也
。」

と
あ
る
の
は
そ
う
し
た
観
点

に
た
つ
も
の
で
あ
る
。
）
と
も
に
共
財
親
が
な
い
と
そ
こ
に
継
父
子
間
だ
け
の
共
財
関
係
も
生
ず
る
。

し
か
し
、

右
の
実
情
で
あ
る
だ
け



に
、
そ
の
こ
と
は
一
般
論
と
し
て
（
兄
弟
を
父
と
す
る
）
父
子
だ
け
が
共
財
関
係
を
も
つ
の
を
意
味
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
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う
に
見
て
く
る
と
、
主
き
の
一
般
的
な
形
と
し
て
実
父
子
が
共
居
（
同
居
）
す
る
と
同
時
に
そ
れ
だ
け
で
共
財
関
係
を
も
っ
と
い
う
予
想

は
誤
り
で
、

一
般
的
な
形
と
し
て
は
実
父
子
は
た
だ
共
居
（
同
居
）
た
る
に
過
ぎ
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
こ
と
は
さ

き
の
喪
服
の
共
居
（
同
居
）
を
め
ぐ
る
理
解
と
伺
ら
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

な
か
っ
た
が
、
そ
の
異
居
に
あ
た
り
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
定
か
で
な
い
。

（
以
上
の
考
察
に
お
い
て
宮
廟
の
祭
り
の
こ
と
に
ふ
れ

し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
別
に
以
上
の
考
察
に
差
支
え

を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
）

な
お
、
あ
と
の
喪
服
の
鄭
玄
の
註
に
は
、

録
思
服
深
浅
也
。
見
同
財
則
期
。
同
居
異
財
、
故
同
居
今
異
居
、
及
継
父
有
子
、
亦
為
異
居
。
則
三
月
。
未
嘗
同
居
、
則
不
服
。

と
あ
る
。
「
見
同
財
則
期
」
は
、
現
に
共
居
共
財
で
あ
れ
ば
期
の
喪
に
服
す
る
、
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
「
同
居
異
財
」
は
継
父
と

継
子
と
が
共
居
で
あ
っ
て
も
、
異
財
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
と
の
喪
服
の
場
合
、
い
ま
ま
で
見
て
き

た
の
は
子
が
幼
な
い
と
き
の
こ
と
で
あ
る
が
、
子
が
成
長
し
て
自
ら
財
を
も
つ
に
至
っ
た
が
、
継
父
に
は
依
然
子
が
な
く
か
っ
両
者
が
共
居

し
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
も
生
じ
え
る
。
右
は
蓋
し
そ
の
よ
う
な
場
合
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

乙
れ
は
あ
く
ま
で
特
殊
な
も
の
で

あ
り
、

こ
れ
を
以
て
さ
き
の
一
般
的
な
父
子
の
共
居
（
同
居
）
に
関
す
る
見
解
を
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

あ
と
の
喪
服
に
は
同
居
、

異
居
の
ほ
か
に
そ
の
何
れ
で
も
な
い
も
の
が
あ
る
。

ζ

れ
を
基
本
的
な
形
に
お
い
て
考
え
た

そ
れ
ら
は
一
つ
の
わ
く
の
内
に
あ
る
も
の
で
、
そ
の
わ
く
の
外
に
あ
っ

そ
の
異
居
が
無
限
定
に
あ
る

そ
れ
は
要
す
る
に
、

際

同
居
、
異
居
と
い
う
対
立
す
る
概
念
、
実
態
が
あ
る
が
、

て
は
、
そ
の
同
居
、
異
居
と
い
う
概
念
、
実
態
が
該
当
し
な
い
と
い
う
乙
と
に
な
る
。

も
の
と
あ
る
も
の
と
が
共
居

（
同
居
）

た
だ
兄
弟
聞
の
住
居
の
関
係
に
つ
い
て

の
み
い
っ
て
い
る
の
を
意
味
す
る
。
と
ζ

ろ
で
、
兄
弟
が
異
居
で
あ
る
際
、
そ
こ
で
は
兄
弟
の
子
た
ち
が
、
兄
弟
が
全
員
死
亡
し
て
し
ま

う
ま
で
異
居
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
組
定
さ
れ
る
。
乙
乙
で
喪
服
を
見
る
と
、

で
な
い
、
と
い
っ
た
乙
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、



夫
之
姑
、
姉
妹
榊
抑
制
似
婦
。
報
。
伝
目
、
制
抑
制
似
婦
、
弟
長
也
。
何
以
小
功
也
。
以
為
、
相
与
居
室
中
、
則
生
小
功
之
親
君。

と
あ
り
、

為
夫
之
従
父
毘
弟
之
妻
。
伝
日
、
何
以
総
也
。
相
与
同
室
、
別
生
紙
之
親
駕。

と
あ
る
。
乙
れ
は
兄
弟
が
終
世
室
を
共
に
す
る
だ
け
に、

そ
の
子

（た
ら
）
で
あ
る
従
父
昆
弟
H
従
父
兄
弟
が
久
し
く
室
を
共
に
す
る
こ

と
を
重
視
し
、
そ
れ
を
固
定
的
静
止
的
に
同
室
と
し
て
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
岡
本
一
は
住
居
を
共
に
す
る
、

と
い
う
意
味
で

あ
る
。
蓋
し
兄
弟
は
住
居
（
宮
）
を
異
に
し
て
も
近
隣
に
住
む
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が
右
の
よ
う
な
形

（同
室
）
で
理
解
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

宗
法
上
の
解
釈
に
お
い
て
、
都
宮
と
称
さ
れ
る
の
は
乙
の
室
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
同
室
は
同

一
大
門
内
の
住
居
者
と
し
て

も
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
同
室
が
さ
き
に
見
た
異
居

（
の
範
囲
）
を
固
定
的
静
止
的
な
形
で
と
ら
え
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
て
、
礼
記
檀
弓
上
に
、

子
柳
之
母
死
。

子
碩
請
具
。
子
柳
田
、
何
以
哉
。
子
碩
目
、
請
粥
庶
弟
之
母。

以
葬
其
母
也
。

子
柳
日、

如
之
伺
、

其
粥
人
之
母
、

不
可
。
既
葬
。
子
碩
欲
以
肺
布
之
余
、
具
祭
器
。
子
柳
田
、
不
可
。

吾
聞
之
也
。
君
子
不
家
於
喪
。

請
班
諸
兄
弟
之
貧
者
。

春秋時代の兄弟集団（越智）

と
あ
る
。

子
柳
と
子
碩
と
は
兄
弟
で
あ
る
。
庶
弟
の
母
を
粥
る
と
は
、
庶
弟
の
母
（
亡
父
の
妾
）
を
他
に
嫁
さ
せ
て
財
を
え
る
乙
と
を
い

う
。
君
子
が
喪
に
因
っ
て
え
た
財
物
を
家
に
利
し
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
家

（
兄
弟
の
家
、
そ
乙
に
兄
弟
の
子
孫
を
含
む
）
よ
り

外
の
も
の
に
班
つ
べ
き
で
あ
る
。
か
く
て
右
の
諸
兄
弟
は
兄
弟
よ
り
外
の
（
従
）
兄
弟

（
以
下
）
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
鄭
註
に、

「
以

分
死
者
所
持
也
。
禄
多
則
輿
郷
里
郷
党
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
記

事
は
兄
弟
聞
に
経
済
的
一
体
性
の
あ
る
の
を
示
す
に
し
て
も
、
そ
れ
以
上
の
具
体
的
な
乙
と
を
示
し
て
い
な
い
。
さ
て
、
同
じ
く
檀
弓
上

乙、
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オ
ク
ル
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未
仕
者
、
不
敢
税
人
。
如
税
人
、
則
以
父
兄
之
命
。

ム
」
み
の
司
令
。

こ
れ
は
い
ま
だ
仕
官
し
て
い
な
い
も
の
は
父
兄
の
命
と
い
っ
て
で
な
け
れ
ば
財
物
を
人
に
お
く
れ
な
か
っ
た
の
を
示
し
て
い



る
。
乙
の
父
兄
は
必
ら
ず
や
さ
き
に
見
た
父
兄
、
子
弟
に
お
け
る
父
兄
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
両
記
事
は
ほ
ぼ
同
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
か

ら
、
両
者
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
前
記
事
は
兄
弟
集
団
に
お
け
る
兄
弟
の
共
財
の
一
端
巻
物
語
っ
て
い
る
と
さ
れ
よ
党
。
こ
れ
は
宗
法
上

の
兄
弟
集
団
の
兄
弟
が
共
財
で
あ
っ
た
こ
と
と
相
応
ず
る
。

論
を
進
め
よ
う
。
さ
き
の
喪
服
に
あ
っ
て
は
内
容
上
嫡
長
子
孫
制
の
に
お
い
は
な
い
。
少
な
く
と
も
嫡
長
子
孫
制
の
わ
く
で
読
ま
ね
ば

全
く
通
じ
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
ま
た
、
儀
礼
喪
服
に
嫡
長
子
孫
制
に
基
く
嫡
孫
の
宗
廟
主
祭
が
見
え
な
い
が
、
こ
れ
は
儀
礼
喪
服
の
記
事

の
な
か
に
兄
弟
集
団
制
の
こ
と
が
ほ
ぼ
事
実
に
近
い
形
で
残
っ
て
い
る
場
合
の
あ
る
乙
と
を
察
せ
し
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
も

の
で
あ
る
だ
け
に
、
さ
き
の
喪
服
に
お
い
て
兄
弟
の
共
財
が
、
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
が
日
常
経
済
生
活
の
単
位
と
な
り
、
余
り
が
出
来
れ
ば
プ

ー
ル
し
、
不
足
が
生
ず
れ
ば
そ
れ
を
と
り
く
ず
す
、
と
い
う
形
を
と
る
の
が
、

一
応
（
宗
法
上
の
兄
弟
集
団
の
経
済
生
活
を
示
す
と
同
時

に
、
兄
弟
集
団
制
の
）
兄
弟
集
団
の
経
済
坐
活
を
示
し
て
い
る
と
予
測
出
来
る
。

さ
て
、
第
四
節
で
引
用
す
る
管
子
聞
は
兄
弟
集
団
制
が

ほ
ぽ
崩
壊
し
た
乙
ろ
、
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
お
い
て
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
し
た
経
済
生
活
を
営
む
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
富
め

る
も
の
が
貧
し
い
も
の
を
収
養
す
る
乙
と
の
あ
る
の
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
（
一
一
位
の
）
兄
弟
の
経
済
的
相
通
と
し
て
理
解
出
来
る
。

さ
き
の
喪
服
の
兄
弟
の
共
財
の
実
態
が
、
（
兄
弟
集
団
制
の
）
兄
弟
集
団
に
お
け
る
兄
弟
の
共
財
の
あ
り
か
た
を
ふ
ま
え
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
こ
の
よ
う
に
変
化
し
た
と
読
む
乙
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

ζ

の
際
、

こ
乙
で
白
虎
通
が
さ
き
の
喪
服
を
宗
法
上
、
兄
弟
が
基
本
的
に
別
財
で
あ
り
な
が
ら
も
同
時
に
経
済
的
相
通
の
関
係
に
あ
る
、
と
読
み

か
え
て
い
る
の
を
想
起
し
て
み
よ
う
。
白
虎
通
の
記
述
は
漢
の
国
家
権
力
の
要
請
に
こ
た
え
、
本
来
の
事
実
解
釈
を
ま
げ
て
ま
で
も
漢
の

政
治
に
正
当
性
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
さ
き
の
喪
服
の
読
み
か
え
は
漢
の
国
家
が
そ
れ
を
必
要
と
し
た
ζ

と
を

（

mv 

示
唆
す
る
が
、

事
実
そ
れ
は
漢
の
国
家
の
戸
籍
の
運
営
｜
税
（
役
）
徴
収
や
村
落
支
配
と
か
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て

く
る
と
、
白
虎
通
の
読
み
か
え
は
、
漢
時
代
兄
弟
が
各
自
の
経
済
的
自
立
性
を
保
ち
つ
つ
も
、
経
済
的
相
通
の
関
係
に
あ
り
え
る
素
地
が

あ
っ
た
の
を
察
せ
し
め
る
と
さ
れ
よ
う
が
、
こ
の
こ
と
は
兄
弟
の
経
済
的
相
通
そ
の
も
の
が
、
古
い
中
国
に
お
い
て
無
視
出
来
ぬ
存
在
で

（史154)512 



あ
っ
た
の
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
点
で
右
の
見
解
を
さ
さ
え
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

乙
こ
で
小
宗
集
団
の
示
す
と
こ
ろ
と
兄
第
集
団
の
実
態
と
に
く
い
違
い
の
あ
る
ζ

と
を
祖
先
の
祭
り
を
例
に
と
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。

元
来
兄
弟
集
団
は
一
世
代
（
同

一
排
行
）
限
り
の
も
の
で
あ
る
。
そ
乙
に
兄
弟
の
子
が
含
ま
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
兄
弟
全
部
が
死
亡
す

る
と
子
た
ち
兄
弟
は
つ
ぎ
の
世
代
（
排
行
）
に
お
け
る
兄
弟
集
団
を
新
た
に
構
成
す
る
。
こ
う
し
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
兄
弟
集
団
に

あ
っ
て
は
、
本
来
、
祖
先
の
祭
杷
は
兄
弟
共
同
で
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

た
だ
現
実
に
は
長
兄
が
こ
れ
を
摂
す
る
。
長
兄
が
死
亡
す
る

と
次
兄
が
乙
れ
に
代
る
。
（
そ
れ
が
嫡
孫
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
乙
と
は
な
い
。
）
そ
こ
に
は
長
子
だ
け
が
祖
先
を
祭
る
資
的
析
を
も
っ

と
と
は
あ

（日）

り
え
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
か
な
り
の
ち
の
史
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
推
定
出
来
る
。
（
こ
う
し
た
考

察
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
儀
礼
喪
服
に
、
嫡
孫
の
宗
廟
主
祭
が
見
え
な
い
乙
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
）

一
万
、
小
宗
集
団
に
あ
っ
て
は
長
子
だ
け
が
祖
先
を
祭
り
支
子

（次
兄
以
下
）
は
祭
り
え
な
い
。
こ
れ
は
宗
法
が
嫡
長
子
孫
制
を
お
し
出

す
以
上
む
し
ろ
当
然
の
乙
と
と
い
え
る
。

礼

記

奔

喪

の

同

居

春秋時代の兄弟集団（越智）

本
節
は
、
続
稿
に
お
け
る
漢
の
一戸
籍
制
度
考
察
の

一
環
と
し
て
、
礼
記
奔
喪
の
同
居
の
語
を
と
り
あ
げ
る
。

礼
記
奔
喪
に
、

。
各
為
其
妻
子
之
喪
為
主
目
、

父
母
没
、
如
昆
弟

兄
弟
同
居
、
各
主
其
喪
也
。
鮒
則
宗
子
主
之
。
親
作
長
者
主
之
。
之
喪
、
宗
子
主
之
。

凡
喪
、

父
在
、
父
為
主
。

間
接
説
明
仙
。
父
没
、

親
者
主
之
。
勝
一
一
服
。
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不
岡
、

と
あ
る
。
註
は
鄭
玄
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
近
親
の
喪
の
主
宰
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
記
述
で
あ
っ
て
、
父
死
亡
後
（
子
で
あ
る
）
兄
弟

が
互
に
独
立
す
る
ま
え
の
一
時
的
過
渡
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
乙
に
お
い
て
父
死
亡
後
兄
弟
が
同
居
し
て
い
る
こ
と
は
、

父
生
存
中
も



父
と
（
子
で
あ
る
）
兄
弟
と
が
同
居
し
て
い
た
の
を
意
味
す
る
。
父
子
、
（
子
で
あ
る
）
兄
弟
の
両
者
何
れ
も
が
（
終
世
）
同
居
で
あ
る
と
い
う

乙
と
は
、
そ
こ
に
兄
弟
集
団
制
が
存
在
し
（
父
死
亡
後
も
子
で
あ
る
）
兄
弟
が
終
世
間
居
で
あ
る
、
父
と
（
子
で
あ
る
）
兄
弟
と
の
同
居
は
父
の

兄
弟
が
現
に
兄
弟
集
団
を
構
成
し
て
い
る
場
合
の
と
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
父
と
そ
の
兄
弟
と
の
終
世
同
居
の
わ
く
の
な
か
で
存
在
す
る
、
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と
し
て
し
か
理
解
出
来
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
奔
喪
に
は
統
い
て
、

聞
遠
兄
弟
之
喪
、
既
除
喪
而
店
、
聞
喪
、
免
祖
成
踊
、
拝
質
則
尚
左
手
。

と
あ
る
。
遠
兄
弟
と
喪
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
他
に
、
礼
記
檀
弓
上
に
、

曽
子
日
、
小
功
不
レ
税
、
則
是
遠
兄
弟
終
無
服
也
。

而
可
乎
。

と
あ
り
、
礼
記
喪
服
小
記
に
、

降
而
在
細
小
功
者
、
則
税
之
。

と
あ
る
。
税
と
は
、
日
月
が
己
に
過
ぎ
て
か
ら
喪
を
聞
き
そ
れ
に
服
す
る
の
を
い
う
。

乙
の
小
功
は
再
従
兄
弟
の
こ
と
で
あ
り
、
組
（
麻
）

い
ま
ま
で
あ
げ
た
四
記
事
を
あ
わ
せ
見
る
と
、
礼
記
で
は
喪
服
上
従
兄
弟
（
大
功
）
と
再
従
兄
弟
・
三
従

は
三
従
兄
弟
の
こ
と
で
あ
る
。

兄
弟
（
つ
ま
り
遠
兄
弟
）
と
の
聞
に
大
き
い

一
様
が
引
か
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
は
（
男
系
）
血
縁
関
係
を
固
定
的
静
止
的
に
と
ら
え
、
兄

そ
の
子
の
排
行
に
お
い
て
従
父
兄
弟
（
の
同
居
集
団
）
と
持
従
兄
弟
、

一二
従
兄
弟
と
が

弟
と
そ
の
子
と
が
同
居
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、

別
に
生
活
す
る
、

と
い
う
線
を
う
ち
出
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
礼
記
檀
弓
上
に
、

有
顔
聞
遠
兄
弟
之
喪
、
雌
紙
必
往
。
非
兄
弟
、
雄
鄭
不
柱
。
所
識
、
其
兄
弟
不
同
居
者
、
皆
弔
。

と
あ
る
。

乙
の
「
兄
弟
不
同
居
者
」
に
つ
い
て
は
、
疏
に
二
説
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

今
有
既
非
兄
弟
、
又
非
疏
外
。
平
生
所
共
知
識
往
来
、
同
恩
好
。
今
若
身
死
者
、
兄
弟
雛
不
同
居
、
亦
就
往
弔
之
。
成
其
死
者
之
思
旧

也
。
其
死
者
兄
弟
不
同
居
尚
住
弔
之
。
則
死
者
子
孫
就
弔
可
知
。
挙
疏
以
見
親
也
。
己
有
費
得
弔
之
者
、
以
其
死
者
輿
我
有
恩
旧
也
。



皇
氏
以
為
、
別
更
起
文
。
不
連
有
贋
之
事
。
所
識
者
、
調
識
其
死
者
之
兄
弟
、
固
定
小
功
以
下
之
親
。
既
議
兄
弟
、
難
不
同
居
、
皆
一
一

就
弔
之
。
未
知
然
苔
。
故
両
存
予
。

と
あ
る
。
恐
ら
く
後
者
の
説
の
方
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
右
で
遠
兄
弟
日
再
従
兄
弟
、
三
従
兄
弟
の
関
係
を
兄
弟

不
同
居
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
乙
と
に
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。

そ
れ
は
裏
か
ら
い
え
ば
（
兄
弟
、
）
従
兄
弟
の
関
係
を
兄
弟
（
終
世
）
同

居
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
自
ら
右
の
考
察
結
果
と
相
応
ず
る
。

か
く
て
、

い
ま
問
題
と
し
て
い
る
礼
記
奔
喪
の
兄
弟
同
居
は
基
本
的
に
は
兄
弟
の
終
ぽ
同
居
の
乙
と
と
な
る
が
、

そ
の
兄
弟
の
子
た
ら

が
兄
弟
が
全
員
死
亡
す
る
ま
で
（
久
し
き
に
わ
た
っ
て
）
共
居
す
る
だ
け
に
、
彼
ら
（
従
父
兄
弟
の
人
び
と
）
を
固
定
的
静
止
的
に
同
居

と
さ
れ
よ
う
。

と
い
う
こ
と
も
あ
る
、

こ
の
よ
う
に
見
て
き
た
際
、
（
現
行
の
）
礼
記
に
は
同
居
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
奔
喪
系
統
と
喪
服
小
記
系
統
と
の
二
種
類
の

異
っ
た
系
統
の
史
料
が
入
っ
て
い
る
ζ

と
に
な
る
。

な
お
、

乙
う
し
た
乙
と
は
礼
記
が
い
ろ
い
ろ
な
学
統
の
も
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
以
上
、

む
し
ろ
当
然
と
さ
れ
よ
う
。

四
氏
族
制
社
会
の
崩
壊
と
兄
弟
集
団

春秋時代の兄弟集団（越智）

兄
弟
集
団
制
は
も
と
も
と
氏
族
制
社
会
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
民
族
制
社
会
は
ご
く
大
ま
か
に
い
え
ば
、
世
襲
的
な
卿
、

（
そ
こ
で
は
君
主
は
自
ら
の
属
す
る
支
配
氏
族
1

士
以
上
1

全
体

大
夫
、
士
、
農
（
H
H
庶
）
と
い
っ
た
身
分
秩
序
の
あ
る
社
会
で
あ
る
。

民
族
制
社
会
は
春
秋
中
期
か
ら
動
揺
し
か
け
戦
国
時
代
に
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
。

た
変
移
に
と
も
な
っ
て
世
襲
身
分
制
に
も
大
き
い
変
化
が
あ
っ
た
。
そ
乙
で
は
卿
、

大
夫
、
士
、
農
（
庶
）
と
い
っ
た
身
分
秩
序
は
残
っ
て

そ
の
卿
、
大
夫
、
士
は
君
主
（
個
人
）
の
支
配
体
制
を
さ
さ
え
る
（
新
）
官
僚
制
に
お
け
る
官
僚
群
の
身
分
秩
序
た
る
べ
く
方
向

の
長
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
。
）
と
こ
ろ
で
、

そ
う
し
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そ
の
官
僚
制
で
は
世
襲
性
が
薄
れ
る
と
と
も
に
個
人
の
才
幹
、
能
力
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、

ま
た
個
人
と
個
人
と
の
つ
な

づ
け
ら
れ
て
い
た
。



が
り
が
改
め
て
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

こ
う
し
た
変
化
と
相
応
じ
て
、
ヨ
コ
の
関
係
を
基
本
と
す
る
兄
弟
集
団
制
が
崩
壊
し
て
行
き
、
そ

の
わ
く
か
ら
外
れ
て
兄
弟
を
夫
と
す
る
夫
婦
の
家
や
兄
弟
を
父
と
す
る
父
子
の
家
が
、
同
じ
く
そ
の
わ
く
か
ら
外
れ
た
兄
弟
の
家
と
な
ら

び
存
す
る
こ
と
に
な
り
、

さ
ら
に
そ
こ
に
は
父
子
の
家
が
父、

（子
で
あ
る
）
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
の

家
に
分
れ
る
こ
と
も
生
ず
る
。

ア」
λ
ノ

し
た
家
は
、
兄
弟
の
家
を
除
い
て
は
、
個
人
あ
る
い
は
個
人
を
起
点
と
す
る
タ
テ
の

関
係
を
基
本
と
す
る
も
の
と
し
て
把
握
出
来
る
。

（
た
だ
し
、
以
上
の
家
は
す
べ
て
家
が
共
財
で
あ
る
、
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
家
で
あ
る
。
）
（
社
会
の
底
流
に
は
兄
弟
集
団
制
の
遺
制
が
な

こ
の
点
は
続
稿
で
と
り
あ
げ
る
が
、
そ
れ
は
別
の
表
現
を
す

が
く
根
強
く
残
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
政
治
の
運
営
に
か
ら
む
乙
と
も
多
い
。

、，υJト
l
h

問、

や
4
ド
L
日

古
い
中
国
の
家
を
財
産
関
係
だ
け
で
見
ょ
う
と
す
る
と
一
事
実
と
ズ
レ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
）

本
節
は
第
一

に、

兄
弟
集
団
制
崩
壊
の
過
程
笠
豪
か
ら
み
る
べ
く
、
氏
族
制
社
会
｜
世
襲
身
分
制
の
変
質
過
程
の
一
環
を
な
す
士
の
世
襲
身
分
制
の
動
揺
を

考
え
、
第
二
に
、
兄
弟
集
団
制
崩
壊
に
と
も
な
う
新
ら
し
い
家
出
現
の
一
端
を
見
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る。

ま
ず
第

一
の
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
旧
来
の
民
族
制
社
会
に
お
い
て
士
は
日
常
農
耕
に
従
事
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
当

時
士
の
職
能
を
代
表
し
て
い
た
の
は
戦
士
た
る
乙
と
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
氏
族
制
社
会
の
動
揺
、
崩
壊
の
な
か
で
身
分
の
世
襲
性
が

そ
こ
で
は
士
に
主
君
の
与
え
る
俸
禄
に
よ
っ
て
生
活
す
る
主
君
個

次
第
に
個
人
の
才
幹
、
能
力
に
と

っ
て
代
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

人
の
臣
下
よ
呂
吏
と
い
う
性
格
が
強
ま
っ
て
く
る
。
（
主
君
の
与
え
る
禄
に
は
田
禄
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
主
な
も
の
は
主
君
が
直
轄

地
か
ら
徴
収
し
改
め
て
士
に
分
与
し
た
粟
の
よ
う
で
あ
る
。）

さ
て
、
国
語
斉
語
と
管
子
小
匡
と
に
、
春
秋
前
期
斉
の
桓
公
が
行
っ
た
と
い
う
参
国
伍
部
の
改
革
が
記
さ
れ
て
い
る
。

述
べ
た
よ
う
に
、
両
方
を
対
比
す
る
と
斉
語
の
方
が
よ
り
古
く
、

か
つ
て
別
稿
で

〔

M）

そ
れ
だ
け
に
参
国
伍
郁
の
史
料
と
し
て
は
そ
れ
が
よ
り
正
確
で
あ
る
。

そ
れ
ら
が
軍
役
に
か
か
わ
る
乙
と
は
な
か

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

斉
語
に
よ
る
と
参
国
伍
部
の
と
き
農
は
国
城
周
辺
と
都
と
に
い
た
が
、

方
、
小
匡
に
よ
る
と
参
国
伍
部
の
と
き
農
は
（
国
城
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
れ
て
結
局
）
国
域
内
に
も
入
り
、

国
城
内

外
と
郁
と
に
い
た
。

斉
語
と
小
匡
と
で
は
こ
の
よ
う
な
相
異
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
は
と
も
に
軍
役
に
従
う
べ
く
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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そ



の
反
面
、
旧
来
の
身
分
秩
序
を
否
定
す
る
よ
う
な
記
述
が
と
も
に
存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
斉
語
に
、

管
子
対
日
、
・
：
夫
是
故
士
之
子
恒
為
士
。
：
・
夫
是
故
農
之
子
恒
為
農
。
野
処
而
不
階
。
其
禿
民
之
能
為
土
者
、
必
足
頼
也
。

と
あ
る
。
改
革
が
す
で
に
兄
弟
集
団
制
を
崩
し
て
父
子
を
基
本
と
す
る
父
子
集
団
を
お
し
出
し
、
人
身
把
握
而
で
は
壮
丁
を
夫
と
す
る
夫

婦
の
家
を
お
し
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
農
民
の
秀
れ
た
も
の
を
士
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
内
容
的
な
矛
盾
を
示
し
て
い

き
み

そ
乙
に
公

i
君
主
が
（
氏
族
の
長
た
る
と
乙
ろ
に
自
己
を
お
く
よ
り
も
）
自
己
を
頂
点
と
す
る
官
僚
機

る
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
、

梢
を
つ
く
り
、
有
為
の
人
材
を
集
め
よ
う
と
す
る
こ
と
の
萌
芽
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
小
匡
の
記
述
に
つ
い
て
も
乙
れ
と
同
様

乙
う
し
た
秀
れ
た
農
は
戦
国
時
代
の
い
わ
ゆ
る
庶
人
在
官
に
あ
た
る
。
ま
た
、
逸
周
書
作
錐
解
に
、

農
居
部
、
得
以
庶
士
。
士
居
国
家
、
得
以
諸
公
大
夫
。

の
乙
と
が
い
え
る
。

と
あ
る
。
孔
晃
の
註
に
、
「
居
、
治
也
。
治
部
以
農
。
治
国
家
以
大
夫
。
」
と
あ
り
、
底
文
砲
の
説
に
、

「山
辰
之
禿
者
可
為
士
。

士
有
功
致

可
為
大
夫
。
」
と
あ
る
が
、
乙
の
郁
に
あ
る
農
の
秀
れ
た
も
の
を
庶
士
と
す
る
と
い
う
乙
と
も
亦
庶
人
在
宮
を
指
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
管
子
聞
は
氏
族
制
崩
壊
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
、

（
問
、
）
官
賎
行
書
、
・
：
幾
何
人
。

春秋時代の兄弟集団（越智）

と
あ
る
。
纂
訪
に
、
「
官
賎
、
庶
人
在
官
者
也
。
行
書
、
為
他
人
行
為
文
書
、
以
収
其
賃
也
o
」
と
あ
る
。

そ
こ
に
も
庶
人
在
官
の
乙
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
主
れ
よ
う
。

乙
の
解
釈
は
ま
ず
誤
り
な
い
も

の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
士
の
場
合
、
旧
来
の
戦
士
と
い
う
世
襲
的
職
能
｜
世
襲
的
身
分
を
独
占
的
に
保
つ
こ
と
は
、
曲
震
が
原
則
と

し
て
全
員
戦
士
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
可
能
と
な
っ
た
。

そ
こ
に
は
当
然
士
の
世
襲
身
分
制
の
動
揺
が
生
ず
る
。
ま
た
、
士
に
は
君
主

の
官
吏
と
い
う
性
格
が
一
面
で
強
ま
っ
て
き
た
が
、
農
の
有
能
な
も
の
が
君
主
の
（
下
級
）
官
吏
と
な
っ
た
た
め
、
旧
来
の
士
が
官
界
を

517 （史159)

望
断
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。

と
い
う
乙
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

つ
ぎ
に
第
二
の
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
聞
を
見
る
と
、



井
主
の
マhv
。
こ
れ
は
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
が
す
で
に
経
済
的
に
自
立
し
て
い
る
乙
と
を
前
提
と
し
、
し
か
も
そ
こ
に
兄
弟
の
経
済
的
相
通
が
あ

っ
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問

己ョ
刀て

子
之
収
昆
弟
者

以
貧
従
昆
弟
者

幾
何
家

た
の
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。
こ
の
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
は
す
で
に
兄
弟
集
団
制
は
崩
壊
し
て
い
る
と
す
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

同
じ
く
聞
に
、

余
子
、
父
母
存
、
不
養
而
出
離
者
、
幾
何
人
。

井
ど
の
’
G
。
乙
の
余
子
は
次
子
以
下
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

出
離
に
つ
い
て
は
、
纂
詰
に
「
出
離、

謂
輿
父
母
分
居
者
。
」

と
あ
る
。
兄

弟
集
団
制
崩
壊
後
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
が
経
済
的
に
自
立
し
た
家
を
つ
く
る
際
、

そ
こ
に
は
兄
弟
を
父
と
す
る
父
子
の
家
が
生
ず
る
が
、
そ
の

父
子
の
家
が
父
子
共
財
で
な
く
父
と
子
と
が
別
財
の
こ
と
も
あ
る
。

右
は
そ
の
際
父
と
長
子
だ
け
が
共
財
で
次
子
以
下
が
そ
れ
ぞ
れ
別
財

の
場
合
が
あ
る
の
を
察
せ
し
め
る
。
孟
子
の
井
田
農
民
の
家
は
蓋
し
こ
う
し
た
形
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
乙
の
際
、

共
財
を
家
の
基
本
条

件
と
す
れ
ば
、
次
子
以
下
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
家
を
夫
婦
で

つ
く
る
と
と
に
な
る。）

註

（

1
）
宗
法
に
つ
い
て
は
宇
都
木
章
氏
、
「
宗
族
制
と
邑
制
」（
桝
猷
思
、
加
藤
常
賢
氏
、
「支
那
古
代
家
族
制
度
研
究」

、
鈴
木
隆
一
氏
、

「宗
法
の
成
立
事

情
」
（脚
ヨ
暗
話
相
削
）
な
ど
参
照
。

な
お
、
家
父
長
制
は
必
ら
ず
し
も
常
に
嫡
長
子
孫
制
を
と
も
な
う
わ
け
で
は
な
い
。

（

2
）
松
本
光
雄
氏
、
「
中
国
古
代
の
邑
と
民
・
人
と
の
関
係
」

（刷
明
器
…
学
話
学部
）
参
照
。

（

3
）
前
掲
、

「宗
族
制
と
邑
制
」
参
照。

（

4
）
氏
族
制
崩
壊
後
、
一

般
的
に
い
っ
て
、
父
兄
に
父
と
兄
、

子
弟
に
子
と
弟
ま
た
は

「わ
か
も
の
」
を
意
味
す
る
用
法
が
生
ず
る。

（

5
）
穀
梁
伝
の
こ
の
子
弟
は
父
子
の
家
に
お
け
る
子
弟
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
も
し
そ
う
で
あ
っ

て
も、

兄
弟
集
団
制
に
お
け
る
子
弟
に
も
子
弟
の

道
が
あ
っ

た
こ
と
に
問
題
は
な
か
ろ
う。

（

6
）
前
掲
、
「
支
那
古
代
家
族
制
度
研
究
」
参
照
。

（

7
）
後
漢
書
巻
六
十
七
に
、

光
和
二
年
、
上
禄
長
和
海
上
言
、
礼
従
祖
兄
弟
、
別
居
異
財
。
恩
義
己
軽
、
服
属
疎
末
。
而
今
党
人
鋼
及
五
族
。
既
君
典
訓
之
文
、

有
謬
経
常
之
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と
あ
る
。
こ
れ
は
後
漢
時
代
、
礼
制
上
、
従
父
兄
弟
ま
で
を
共
屑
共
財
と

mM附
し
た
事
例
で
あ
る
。

ζ

の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
固
定
的
静
止
的
な
形
で

従
父
兄
弟
を
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。

（8
）
極
弓
に
つ
い
て
は
、
宇
野
精
一
氏
、
「
礼
記
檀
弓
篇
の
性
格
」

（鯨
4
柑
那学報
）参
照
。

（9
）
た
だ
し
、
兄
弟
集
団
制
が
崩
暗
唱
し
た
際
、
そ
こ
に
は
夫
婦
の
J

家
も
現
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
点
は
第
四
節
で
も
ふ
れ
る
が
、
統
稿
で
や
や
詳
し
く
と

り
あ
げ
る
。

（印）（
U
）
（
ロ
）
続
稿
参
照
。

な
お
、
後
漢
書
許
剤
伝
に
つ
い
て
も
続
稿
参
照
。

（日）

本
文
で
ふ
れ
た
戦
国
時
代
の
展
望
は
別
の
機
会
に
や
や
詳
し
く
述
べ
る
。

（H
H
）
拙
稿
、
「
戦
国
時
代
の
緊
落
」

（開
設
即
）
参
照
a

（お）

国
語
斉
語
に
見
え
る
参
国
伍
都
の
改
革
は
地
縁
的
血
縁
的
な
も
の
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
家
と
し
て
一
亦
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
原

則
的
に
壮
丁
を
夫
と
す
る
夫
婦
の
家
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
農
が
戦
士
に
な
る
ま
え
の
も
の
で
、
全
体
と
し
て
は
古
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に

右
の
家
の
語
を
以
て
簡
単
に
改
革
が
夫
婦
共
財
の
家
を
そ
の
基
本
的
な
家
と
し
た
と
は
い
え
な
い
。
と
こ
ろ
で
、そ
乙
に
父
兄
、子
弟
が
見
え
る
が
、

こ
れ
は
父
と
兄
、
子
と
弟
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
父
兄
、
子
弟
は
父
子
の
家
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。

乙
れ
ら
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
こ
の
改
革

は
、
兄
弟
集
団
制
を
崩
し
て
父
子
を
基
本
と
す
る
父
子
集
団
を
う
ち
出
し
、
人
身
把
握
面
で
は
壮
丁
を
夫
と
す
る
夫
婦
の
家
を
お
し
だ
そ
う
と
し
た

も
の
、
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
乙
の
改
革
は
春
秋
初
期
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
乙
に
兄
弟
集
団
制
を
崩
す
と
い
う
面

が
出
て
い
る
の
は
お
か
し
い
、

そ
乙
に
は
か
な
り
の
ち
、
戦
国
近
く
の
社
会
状
態
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
よ
う
。

も
し
そ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
本
節
の
考
察
に
支
障
は
な
い。

（民）

管
子
関
に
つ
い
て
は
、

宇
都
宮
清
吉
氏
、
「
管
子
問
篇
諒
論
第
一
部
」
（
冊
一
誠
一
臨
時一
一一
）
参
照。

補
註
（
1
）
こ
こ
で
い
う
兄
弟
集
団
は
、
兄
弟
全
員
が
死
亡
し
た
と
き
消
滅
す
る
が
、

そ
の
際
そ
の
兄
弟
そ
れ
ぞ
れ
を
父
と
す
る
兄
弟
が
、
新
た
に
兄
弟

集
団
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

（2
）
士
、
工
、
商
、
庶
人
に
も
本
文
で
あ
げ
た
よ
う
な
嫡
統
た
る
も
の
が
、
現
実
に
存
在
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
蓋
し
本
文
の
よ
う
な
発
想
は
、
当

時
天
子
か
ら
大
夫
ま
で
が
嫡
統
中
の
嫡
た
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
父
兄
子
弟
集
団
（
H
兄
弟
集
団
）
を
握
っ
て
い
た
こ
と
と
、

そ
の
父
兄
子
弟

集
団
を
含
め
て
、
当
時
の
社
会
が
父
兄
子
弟
集
団
を
基
本
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
と
を
ひ
と
つ
に
し
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
生
じ

た
の
で
あ
ろ
う
。

519 （史161)




